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授業時数確保と時間割編成の工夫
小島 宏

新学習指導要領では、学校教育法施行規則（別

表第一及び第二）により週当たり換算で、小学校１年

で25時間、２年26時間、３年28時間、４～６年29時

間、中学校１～３年で29時間確保して授業を実施す

ることになった。

移行期間と完全実施を見通し、今から授業時数の

確保と時間割編成について検討し、児童生徒の学校

生活のリズムと学習活動の充実に万全を期したい。

授業時数の確保

小・中学校とも法で規定された年間授業時数は最

低基準で、それは授業日数を年間35週（175日）とし

て算定したものである。

そこで、年間授業時数を確保するために、１週間

の中で工夫するほか、２学期制や長期休業日数の

短縮あるいは土曜日授業の実施により授業日数を

増加させる工夫などが考えられる。

なお、学期制の変更や長期休業日の短縮、土曜

授業実施等については、教育委員会の方針等に基

づく必要がある。

各学年・各教科の総授業時数の確認

まず、授業時数の確保を考える前に、各学年、各

教科等（各教科、道徳科、外国語活動〈小学校〉、総

合的な学習の時間、特別活動）の総授業時数を把握

する必要がある。

なお特別活動については、学級活動は年間35時

間の配当があるが、児童会（生徒会）活動、クラブ活

動（小学校）、学校行事については各学校が定める

ことになっている（実際には週当たりの授業時数が１

時間程度増えることになる）ことに留意する必要があ

る。

時間割編成の形式的編成

さて、実際に週当たりの時間割編成を、小学校６

年と中学校１年の場合で考えてみると、各教科等で

29時間に特別活動の１時間が加わり、１週間当たり

の授業時数は30時間は必要となる。学校週５日制で

１日６時間授業とすると６時間×５日間＝30時間とな

り１週間は満杯となる。

したがって、時間割編成を形式的に進めると、すし

詰め状態になり、児童生徒の生活リズムや学習活動

に無理の生ずる恐れが考えられ、様々な工夫が必

要になる。

時間割編成の工夫例

教育委員会や学校が工夫した授業時数確保及び

時間割編成の例をあくまでも参考として紹介する。

なお、下記のような工夫に加え、緊急事態を除い

ては安易な授業カットを避け、曜日の入れ替えや補

充など、時数管理を確実に行うことが要件となる。

＜工夫１＞長期休業の短縮や土曜授業を実施し、１

週間当たりの授業にゆとりを持たせ、全体で授業

時数を確保する時間割編成をする。なお、教育委

員会のガイドラインを踏まえる必要がある。

＜工夫２＞午前中５時間授業を実施し、午後の学習

活動その他にゆとりを持たせる工夫をする。家庭

や児童生徒の実情を十分に配慮する必要があ

る。

＜工夫３＞２単位時間を１ブロックとした１日３ブロッ

ク制を基本にし、15分を単位とするモジュール制を

取り入れ、15・30・45・60・75・90分の学習活動がで

きるようにする。ノーチャイム、学校の施設・設備

の活用など、全校的な発想が必要である。

＜工夫４＞合科的・関連的な授業を、意図的・計画

的に実施し、実質的に授業時数を削減する。ただ

し、綿密な計画と準備が必要である。

（こじま・ひろし＝元東京都公立小学校長･(公財)豊島修練会理事長）
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